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〇 熊本市職員特殊勤務手当支給条例（昭和２８年条例第２２号）新旧対照表 

改正後（案） 現行 

（趣旨） （趣旨） 

第１条 この条例は、熊本市一般職の職員の給与に関する条例（昭和２６年条

例第５号。以下「条例」という。）第１７条の規定に基づき、職員の特殊勤

務手当（以下「手当」という。）の支給に関し、必要な事項を定めるものと

する。 

第１条 この条例は、熊本市一般職の職員の給与に関する条例（昭和２６年条

例第５号。以下「条例」という。）第１７条の規定に基づき、職員の特殊勤

務手当（以下「手当」という。）の支給に関し、必要な事項を定めるものと

する。 

（手当の支給） （手当の支給） 

第２条 手当の種類、手当を受ける者の範囲及び手当の額は、別表第１から別

表第３までのとおりとする。 

第２条 手当の種類、手当を受ける者の範囲及び手当の額は、別表第１から別

表第３までのとおりとする。 

別表第１（第２条関係） 別表第１（第２条関係） 

  手当の種類 手当を受ける者の範囲 手当の額 

【略】 

7 福祉業務手当 【略】 

(2) 各保育園に勤務する職員又はこども局 

に勤務する職員のうち人事委員会規則で定

めるものが保育業務に直接従事したとき。 

日額 150円 

【略】 

【略】 
 

  手当の種類 手当を受ける者の範囲 手当の額 

【略】 

7 福祉業務手当 【略】 

(2) 各保育園に勤務する職員又は健康福祉局

に勤務する職員のうち人事委員会規則で定

めるものが保育業務に直接従事したとき。 

日額 150円 

【略】 

【略】 
 

   附 則 

 この条例は、令和５年４月１日から施行する。 


